
項 ⽬ 内 容
名称 海藻 [英]Seaweed [学名]-

概要 コンブやワカメ、ヒジキなどに代表される海藻類は、「ミネラルの宝庫」といわ
れ、カルシウム、リン、亜鉛、ヨードなどを多く含んでいる。健康⾷品の素材とし
ては、海藻中の成分であるフコイダンやアルギン酸、海苔オリゴペプチド、多糖を
加⼯した寒天などが注⽬され、利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分
・海藻 海中の⾷⽤藻類︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し
ない成分本質 (原材料) 」に該当する。
・コンブ (モエン) 全草︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断し
ない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物
・既存添加物

海藻灰抽出物︓製造⽤剤
アルギン酸 (昆布類粘質物) ︓増粘安定剤

・⼀般飲⾷物添加物
ノリ⾊素 (海苔⾊素) ︓着⾊料
海藻セルロース︓増粘安定剤
褐藻抽出物 (褐藻粘質物) ︓増粘安定剤

・天然⾹料基原物質リスト

 海藻 (シーウィード) 、コンブが収載されている。

■特定保健⽤⾷品
・海藻由来の低分⼦化アルギン酸ナトリウムを関与成分とし「コレステロールが⾼
めの⽅に適する」保健⽤途を表⽰できる特定保健⽤⾷品が許可されている。
・低分⼦アルギン酸ナトリウムおよび寒天由来の⾷物繊維を関与成分とし「おなか
の調⼦を整える」保健⽤途を表⽰できる特定保健⽤⾷品が許可されている。
・フクロノリ抽出物(フノラン) を関与成分のひとつとし「⻭を丈夫で健康に保つ」
保健⽤途を表⽰できる特定保健⽤⾷品が許可されている。
・海苔オリゴペプチド（ノリペンタペプチド（AKYSY）として）を関与成分とし
「⾎圧の⾼い⽅に適する」保健⽤途を表⽰できる特定保健⽤⾷品が許可されてい
る。
・低分⼦化アルギン酸ナトリウムと⽔溶性コーンファイバーを関与成分とし「おな
かの調⼦を整える」保健⽤途を表⽰できる特定保健⽤⾷品が許可されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・マンノース、ガラクトース、ステロール、ビタミン、ミネラルなどを含む (101)
。

分析法 ・フコキサンチンは、ワカメなど褐藻類に特有のカロテノイドであり、フコキサン
チンのHPLCによる分析例が報告されている(PMID:10227153)。
・海藻に含まれる多糖類 (フコイダン・アルギン酸・ガラクタン・カラギーナンほ
か) の定量については、ポリマーを加⽔分解して⽣成した単糖をHPLCなどで測定す
る従来の⽅法は多くある。また、個別の分離・精製や構造決定の報告は⼀部あり、
今後定量法を検討する上で参考になる(PMID:12526839) (PMID:11330683)
(PMID:12062529) (PMID:11755912) (PMID:10075810) 。しかしながら、ポリ
マーそのものについて⼀般化された定量⽅法は現在のところないと考えられる。
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循環器・
呼吸器

消化系・肝臓

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

RCT︓海外
・中程度活動的な⾼齢者60名 (試験群28名、平均72.35±5.54歳、韓国) を対象と
した⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、醗酵マコンブ (Laminaria
japonica) 1.5 g/⽇を6週間摂取させたところ、神経⼼理学の指標6項⽬中4項⽬ (韓
国版MMSE、数字記憶テスト、アイコニックメモリーテスト、レーヴン漸進的マト
リックス) 、体⼒の指標2項⽬中1項⽬ (6分間歩⾏テスト) の改善、抗酸化マーカー
(GPx、グルタチオン還元酵素、SOD) の上昇、酸化ストレスマーカー (TBARS、8-
OHdG) の低下 、成⻑関連因⼦3項⽬中2項⽬ (IGF-1、BDNF) の上昇が認められた
(PMID:30008787) 。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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